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図5-3-2-6  CFORSによる硫酸塩の濃度推定結果 

図5-3-2-7 硫酸イオン濃度 

図5-3-2-8 中国･日本（北陸・東京）での PM2.5濃度 

図5-3-2-9  PM2.5/SPMの分布 
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図5-3-2-5  Hazeの観測状況 
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(3) 煙霧事例 03（2014年 6月 3～4日） 

 

煙霧の観測は、本州中央部から北が中心で、この地域で PM2.5濃度も高くなっている。移動性高気

圧が本州中央部を通過している。福岡での硫酸イオンは前日の2日は10μg/m3を超える値であるが、

3日以降は低い。後方流跡線は大陸方向とは無関係であるが、黄砂事例 01に示すように黄砂と越境

の煙霧が6月2日まで続いており、その影響が継続していたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図5-3-3-1 黄砂･煙霧観測地点 図5-3-3-2 天気図 

図 5-3-3-3 後方流跡線 

表5-3-3-1 煙霧観測地点 

年 月 日 地点数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
2014 6 3 10 仙台 前橋 熊谷 千葉 東京 横浜 甲府 岐阜 静岡 名古屋

青森 山形 宇都宮 前橋 熊谷 千葉 東京 新潟 金沢 福井
甲府 長野 岐阜 静岡 名古屋 那覇

462014 16

図5-3-3-4  Hazeの観測状況 
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図5-3-3-5 PM2.5日平均値全国分布 
図5-3-3-6  CFORSによる硫酸塩の濃度推定結果 

図5-3-3-7 硫酸イオン濃度 

図5-3-3-8 中国･日本（関東）でのPM2.5濃度 

図5-3-3-9 SPM、PM2.5濃度とPM2.5/SPM 
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 (4) 煙霧事例 04（2014年 6月 14～17日） 

 

煙霧の観測は西日本を中心に、北は新潟まで観測されている。東アジアでHazeが観測されてお

り、後方流跡線は中国沿岸部からである。CFORSでも sulfateの飛来を予測している。PM2.5の高濃度

域は、西日本が中心であり、福岡での硫酸イオン濃度は 15μg/m
3に近い。北京での PM2.5は200μg/m

3

を超えており、中国沿岸部からの越境の影響と判断できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年 月 日 地点数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
神戸 鳥取 松江 広島 下関 松山 福岡 佐賀 熊本 大分
宮崎 鹿児島
新潟 金沢 大阪 神戸 和歌山 鳥取 広島 下関 徳島 高松
松山 福岡 佐賀 大分 宮崎

2014 6 16 9 千葉 大阪 神戸 岡山 徳島 松山 佐賀 長崎 宮崎
前橋 熊谷 千葉 東京 横浜 新潟 金沢 静岡 名古屋 大阪
岡山 高松

2014

2014

2014

12

15

12

6 14

6 15

6 17

図5-3-4-2 天気図 図5-3-4-1 黄砂･煙霧観測地点 

図5-3-4-3 後方流跡線 

表5-3-4-1 黄砂･煙霧観測地点 

図5-3-4-4  Hazeの観測状況 
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図5-3-4-6  CFORSによる硫酸塩の濃度推定結果 

図5-3-4-5 PM2.5日平均値全国分布 

図5-3-4-7 硫酸イオン濃度 

図5-3-4-8 中国･日本（離島･福岡）での PM2.5濃度 
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(5) 煙霧事例 05（2014年 7月 1日） 

 

煙霧は、九州、中国、四国の西日本で観測されている。この時期、移動性高気圧が日本列島を通

過している。福岡での後方流跡線は、中国沿岸部からの流れを示している。中国沿岸部、韓国では、

広くHazeが観測されている。CFORS(sulfate)でも強い日本への影響を予測しており、福岡での硫酸

イオン濃度は15μg/m
3まで上昇している。以上のことから、煙霧の観測は中国沿岸部からの越境の

影響によるものと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図5-3-5-2 天気図 図5-3-5-1 黄砂･煙霧観測地点 

図5-3-5-3 後方流跡線 

表5-3-5-1 黄砂･煙霧観測地点 

年 月 日 地点数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
岡山 広島 下関 松山 福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎
鹿児島

2014 7 1 11

図5-3-5-4  Hazeの観測状況 
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図5-3-5-6  CFORSによる硫酸塩の濃度推定結果 

図5-3-5-5 PM2.5日平均値全国分布 

図5-3-5-7 硫酸イオン濃度 

図5-3-5-8 中国･日本（離島・福岡）での PM2.5濃度 
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(6) 煙霧事例 06（2014年 7月 23日） 

  

煙霧観測は関東を中心としたものである。福岡、東京の後方流跡線は、いずれも大陸からの影響

を示していない。また、東アジアでのHazeの観測地点も少なく、福岡での硫酸イオン濃度も低い。 

東京近辺では、SO2濃度が 10ppbを超す地点が多く、光化学Oxも120ppbを超す測定局が多くみられ

ており（関東で310局中 55局超過）、国内の発生源による影響が推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図5-3-6-1 黄砂･煙霧観測地点 

図5-3-6-2 天気図 

図5-3-6-3 後方流跡線 

表5-3-6-1 煙霧観測地点 

年 月 日 地点数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
山形 水戸 宇都宮 前橋 熊谷 千葉 東京 横浜 新潟 甲府
長野 岐阜

2014 7 23 12

図5-3-6-4  Hazeの観測状況 
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図5-3-6-5 PM2.5日平均値全国分布 

図5-3-6-6  CFORSによる硫酸塩の濃度推定結果 

図5-3-6-8 硫酸イオン濃度 

図5-3-6-9 中国･関東でのPM2.5濃度 

(注)埼玉(熊谷)・千葉(蘇我保健所)・東京(綾瀬) 
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図5-3-6-7 東京近辺での SO2濃度 
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(7) 煙霧事例 07（2014年 12月 30日） 

 

 煙霧観測は九州が主で、東アジア一帯でHazeが観測されている。PM2.5濃度は、九州を中心に高

くなっている。後方流跡線は、九州では中国沿岸部からの流れを示している。CFORSもsulfateの

飛来を予測している。福岡での硫酸イオン濃度は15μg/m3近くまで上昇している。これらから、中

国沿岸部からの越境の影響によると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図5-3-7-1 黄砂･煙霧観測地点 図5-3-7-2 天気図 

図 5-3-7-3 後方流跡線 

表5-3-7-1 煙霧観測地点 

年 月 日 地点数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
千葉 奈良 広島 下関 松山 福岡 佐賀 長崎 熊本 宮崎
鹿児島 那覇

2014 12 30 12

図5-3-7-4  Hazeの観測状況 
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図5-3-7-5 PM2.5日平均値全国分布 

図5-3-7-6  CFORSによる硫酸塩の濃度推定結果 

図5-3-7-7 硫酸イオン濃度 

図5-3-7-8 中国･離島･福岡でのPM2.5濃度 
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図5-3-7-9 SPM、PM2.5濃度とPM2.5/SPM 
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(8) 煙霧事例 08（2015年 1月 17日） 

 

煙霧は九州が主で、四国、東海でも観測されている。東アジア一帯で広くHazeが観測されてい

る。PM2.5濃度は、九州・沖縄で高くなっている。CFORSもsulfateの飛来を予測している。後方流

跡線は、福岡では中国沿岸部からの流れを示しており、硫酸イオン濃度は20μg/m3を超す値である。

PM2.5濃度の経時変化から、16日夜から17日の早朝に短い時間、中国沿岸部からの越境の影響を受

けていたと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図5-3-8-1 黄砂･煙霧観測地点 
図5-3-8-2 天気図 

図5-3-8-3 後方流跡線 

表5-3-8-1 煙霧観測地点 

年 月 日 地点数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
2015 1 17 10 津 下関 徳島 松山 福岡 長崎 熊本 大分 宮崎 那覇

図5-3-8-4  Hazeの観測状況 



 

41 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図5-3-8-5 PM2.5日平均値全国分布 

図5-3-8-6  CFORSによる硫酸塩の濃度推定結果 

図5-3-8-7 硫酸イオン濃度 

図5-3-8-8 中国･離島･福岡でのPM2.5濃度 
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(9) 煙霧事例 09（2015年 3月 31日） 

 

 煙霧観測は全国に散在しており、東アジア一帯でも広くHazeが観測されている。PM2.5高濃度は

全国に広がる。CFORSは sulfateが全国を覆っていることを予測している。福岡・東京・北海道の

後方流跡線はいずれも中国沿岸部からの流れを示している。福岡での硫酸イオン濃度は 12～

14μg/m3程度の値である。黄砂事例05に示しているように、直前に黄砂が観測されており、大陸か

らの流れが継続していた思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年 月 日 地点数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
仙台 秋田 山形 宇都宮 前橋 東京 長野 津 彦根 大阪
松山 佐賀

2015 3 31 12

図5-3-9-1 黄砂･煙霧観測地点 
図5-3-9-2 天気図 

図5-3-9-3 後方流跡線 

表5-3-9-1 煙霧観測地点 

図5-3-9-4  Hazeの観測状況 
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図5-3-9-6  CFORSによる硫酸塩の濃度推定結果 

図5-3-9-7 硫酸イオン濃度 

図5-3-9-8 中国･日本（壱岐・東京・秋田）でのPM2.5濃度 

図5-3-9-9 SPM、PM2.5濃度とPM2.5/SPM 
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6.黄砂・煙霧日の PM2.5濃度 

黄砂は、PM2.5の環境基準達成に大きな影響を与えていると思われる。また、越境による煙霧の存

在も、黄砂と同程度かそれ以上に大きな影響を与える可能性がある。そこで、平成 26(2014)年度の

黄砂、煙霧時のPM2.5濃度との関係を検討した。 

 

6.1 黄砂時・煙霧時における PM2.5環境基準超過 

 

評価対象測定局は、全国の914局である。 

  

平成 26(2014)年度において環境基準値 1 日平均値 35μg/m3を超えた日数×局は 8596 で、全体

294611（日×局）の2.9%である。図6-1-1には、全体と黄砂日および煙霧日でのPM2.5平均濃度と

環境基準超過率をグラフで示している。測定局における黄砂観測日は 3546（日×局）、黄砂時の平

均濃度は 36.3μg/m3で、このうち、環境基準値を超えた日数は 1843（日×局）（52.0%）である。

平成26(2014)年度は、前年に比べ黄砂の飛来は平年まで戻り、2013年度より高い割合になってい

る。一方、測定局における煙霧観測日は 14629（日×局）、煙霧時の平均濃度は 28.2μg/m3で、こ

のうち、環境基準値を超えた日数は 3800（日×局）（26.0%）である。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6-1-1 黄砂日、煙霧日のPM2.5平均濃度と環境基準超過率(2014年度) 

 

 

 

平成26(2014)年度の黄砂観測日数と黄砂日の PM2.5環境基準超過日数を都道府県別に図6-1-2に

示す。同様に、観測日数と、煙霧日の PM2.5環境基準超過日数を図 6-1-3に示す。黄砂では西日本で

の環境基準超過が多くなっている。煙霧については、西日本では東日本に比べて煙霧時の環境基準

超過については頻度が高いことが特徴となっている。 

図6-1-4に、PM2.5環境基準超過日数と、そのうちの黄砂・煙霧日数を地点別に示している。この

図から、関東以西では環境基準超過日数の半分近くを占めていることが分かる。 
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図 6-1-2 都道府県別の黄砂日数と PM2.5環境基準超過日数（2014年度） 

図 6-1-3 都道府県別の煙霧日数と PM2.5環境基準超過超日数（2014年度） 

図6-1-4 地点別のPM2.5環境基準超過日に占める黄砂・煙霧の割合（2014年度） 
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6.2. 黄砂・煙霧時の PM2.5成分濃度 

 

全国の自治体では、年間を四季に分けて PM2.5の成分濃度調査を実施している。平成26(2014)年

度に環境省に集約された PM2.5成分濃度データをもとに、黄砂・煙霧日を抽出して、その特徴を探っ

た。 

黄砂が観測されている 2014年5月28～31日には、PM2.5濃度も上昇している（黄砂事例 01参照）

が、その時の福岡県田川と長野県八方尾根で採取されたPM2.5成分の組成を図6-2-1に示す。同時に、

福岡での後方流跡線を下に示している。主に金属成分が含まれていると思われる othersの割合が高

くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図6-2-１ 黄砂時のPM2.5成分構成とその時の後方流跡線(2014年5月28～29日) 
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